
　
亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
が
、

賃
金
不
払
い
残
業
（
サ
ー
ビ

ス
残
業
）
を
さ
せ
て
い
た
と

し
て
、
豊
洲
事
業
所
へ
立
ち

入
り
検
査
（
臨
検
監
督
）
を

行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
の

労
働
時
間
に
見
合
う
時
間
外

の
割
増
賃
金
を
支
払
っ
て
い

な
か
っ
た
疑
い
で
す
。

　
ｅ
―
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ
へ
毎
日
の
出
社
時
刻
、

退
社
時
刻
を
各
社
員
が
入
力

す
る
し
く
み
で
す
が
、
こ
の

入
力
内
容
が
実
態
と
合
致
し

て
い
な
い
と
い
う
容
疑
で
す
。

立
ち
入
り
検
査
の
結
果
、
２

０
０
８
年
11
月
に
労
働
基
準

監
督
官
か
ら
「
指
導
票
」
が

豊
洲
事
業
所
長
へ
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

●
指
導
票
の
要
旨
　

　
「
労
働
基
準
法
に
よ
り
、

使
用
者
は
労
働
時
間
を
適
切

に
管
理
す
る
責
務
を
有
し
て

い
ま
す
。
貴
事
業
場
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
以
下
の
点
に

ご
留
意
の
上
、
適
切
な
労
働

時
間
管
理
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
貴
事
業
場
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
各
労
働
者
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
力
に
よ

る
自
己
申
告
に
よ
っ
て
始
業

時
刻
、
終
業
時
刻
の
管
理
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
少
申
告

等
が
な
く
、
適
切
な
申
告
を

行
わ
せ
る
た
め
、
労
働
者
に

対
す
る
労
基
法
の
趣
旨
も
含

め
た
十
分
な
説
明
、
必
要
に

応
じ
た
実
態
調
査
等
、
適
切

か
つ
適
正
な
労
働
時
間
把

握
・
管
理
を
行
う
た
め
の
措

置
を
定
期
的
に
講
じ
る
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

　
会
社
は
、
２
０
０
２
年
12

月
に
も
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
同
様
の「
指
導
票
」を
交
付

さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
「
か

い
な
」１
８
９
６
号
で
報
道
）

　
　
　
（
３
面
へ
つ
づ
く
）

⑶　２００９年１１月２日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　　第２１５０号 ２００９年１１月２日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　第２１５０号　⑵

　
組
合
は
、
豊
洲
事
業
所
長

と
の
間
で
継
続
し
て
団
体
交

渉
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
以

下
、
10
月
13
日
の
交
渉
内
容

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

組
合
　
「
改
善
目
標
管
理
フ

ォ
ー
ム
」
を
使
用
し
た
指
導

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
改
善
目
標
管
理
フ
ォ
ー
ム
」

の
書
式
に
は
、
目
標
の
未
達

成
時
に
「
降
格
や
解
雇
」
を

示
唆
し
た
文
言
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
導

は
、
社
員
に
無
用
な
圧
力
を

与
え
、
精
神
衛
生
上
、
有
害

で
あ
る
。
直
ち
に
中
止
せ
よ
。

　
「
改
善
目
標
管
理
フ
ォ
ー

ム
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
東

京
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・

指
導
が
５
回
は
少
な
く
て
も

行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
や
り
か
た
は
異

常
で
は
な
い
か
。

会
社
　
東
京
労
働
局
長
に
よ

る
助
言
・
指
導
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

組
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
社
内
で
の
感
染
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

会
　
必
要
に
応
じ
て
、
所
属

長
が
Ｃ
Ｍ
Ｔ
へ
報
告
し
、
濃

厚
接
触
者
の
確
認
や
対
応
を

行
な
っ
て
い
る
。

組
　
ど
の
程
度
、
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
の
か
、
見
え
て

こ
な
い
た
め
、
不
安
が
広
が

っ
て
い
る
。
適
切
に
情
報
を

開
示
せ
よ
。

会
　
現
在
の
方
法
で
適
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

組
　
４
階
　
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
昼
食
時
、

混
雑
し
て
長
時
間
待
た
さ
れ

る
。

会
　
設
備
に
限
界
が
あ
る
。

組
　
引
き
続
き
、
昼
食
全
般

に
つ
い
て
改
善
を
検
討
せ
よ
。

現
行
は
弁
当
数
種
類
を
販
売

し
て
い
る
が
、
高
カ
ロ
リ
ー

に
な
り
が
ち
で
、
緑
黄
色
野

菜
が
不
足
す
る
。

組
　
豊
洲
事
業
所
長
は
、
労

働
基
準
監
督
署
か
ら
、
労
働

時
間
管
理
に
つ
い
て
書
面
で

指
導
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の

１
年
間
の
間
に
な
い
の
か
。

会
　
記
憶
に
な
い
。

組
　
２
０
０
８
年
11
月
に
亀

戸
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
、

「
指
導
票
」
を
受
け
取
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

会
　
思
い
出
し
た
。

組
　
書
面
で
指
導
を
受
け
る

と
い
う
の
は
、
重
大
な
事
実

で
あ
る
。
忘
れ
て
い
た
、
と

い
う
の
は
信
じ
が
た
い
。
「
指

導
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
「
労
働
者
に
対
す

る
労
基
法
の
趣
旨
も
含
め
た

十
分
な
説
明
」
を
行
な
う
よ

う
要
求
す
る
。
（
本
面
関
連

記
事
を
参
照
）

会
　
所
属
長
に
は
案
内
を
出

し
た
。

組
　
各
社
員
は
、
何
も
聞
か

さ
れ
て
い
な
い
。
各
社
員
に

対
す
る
十
分
な
説
明
を
行
な

う
よ
う
要
求
す
る
。

豊洲事業所団交報告

東京労働局　再び助言・指導

改善目標管理フォーム使用やめよ

「
改
善
目
標
管
理

フ
ォ
ー
ム
」の
使
用

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策

昼
食
の
充
実
を

労
基
署
か
ら
指
導
票

適
切
な
労
働
時
間
管
理
を

亀
戸
労
基
署「
指
導
票
」交
付
！

　
先
日
、
ｗ
３
（
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
）
で
「
健
康
白
書
」

な
る
も
の
が
発
表
さ
れ
た
。

「
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
取
り
上

げ
」
た
、
と
い
う
の
で
見
て

み
た
が
、
「
健
康
白
書
」
の

ペ
ー
ジ
を
訪
れ
て
真
っ
先
に

飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
「
自

己
保
健
責
任
」
と
い
う
文
字

列
だ
っ
た
。

　
「
自
己
保
健
責
任
」
と
い

う
の
は
、
「
自
己
の
健
康
保

持
に
努
め
る
よ
う
労
働
者
側

に
課
せ
ら
れ
た
義
務
」
の
こ

と
で
、
労
働
者
は
定
期
健
康

診
断
の
受
診
義
務
や
、
そ
の

結
果
お
よ
び
受
け
た
保
健
指

導
の
内
容
を
も
と
に
、
ま
た

健
康
教
育
・
安
全
衛
生
教
育

に
よ
り
得
た
知
識
も
活
用
し

て
、
自
ら
の
健
康
の
保
持
・

増
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

（
努
力
義
務
）
。

　
し
か
し
、
２
０
０
７
年
２

月
16
日
に
日
本
経
団
連
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
書
「
定
期
健

診
項
目
の
見
直
し
に
関
す
る

考
え
方
」
を
見
る
と
、
「
生

活
習
慣
病
の
予
防
・
増
悪
防

止
に
あ
た
っ
て
は
、
（
中
略
）

労
働
者
本
人
の
自
覚
と
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
」

「
事
業
者
の
事
後
対
応
・
指

導
に
対
す
る
労
働
者
の
努

力
・
協
力
義
務
（
自
己
保
健

義
務
）
を
強
化
し
、
事
業
者

が
負
う
義
務
の
範
囲
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
側

が
労
働
者
の
健
康
保
持
・
増

進
は
労
働
者
の
自
己
責
任
と

す
る
方
向
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
会
社
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
し
て
も
こ
の
方
向
を
貫

こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
「
健

康
白
書
」
の
内
容
を
見
て
も

明
ら
か
だ
。
社
員
の
自
覚
症

状
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
あ

く
ま
で
も
問
診
票
に
記
入
し

た
内
容
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

問
題
を
抱
え
て
い
る
社
員
や
、

長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て

い
る
社
員
な
ど
を
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
た
結
果
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
、

健
康
保
険
組
合
に
あ
る
資
料

だ
け
で
は
で
き
な
い
具
体
的

な
分
析
は
何
一
つ
な
さ
れ
て

い
な
い
。

　
こ
れ
で
は
協
力
し
た
Ｉ
Ｈ

Ｓ
（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ

ド
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
）
に

よ
る
付
加
価
値
は
何
も
な
い
。

Ｉ
Ｈ
Ｓ
は
、
施
策
の
解
説
だ

け
し
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か

く
の
会
社
全
体
と
し
て
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
に
資
す

る
機
会
を
み
す
み
す
逃
し
て

し
ま
う
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
先
日
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
オ
ン
ラ
イ

ン
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
部

下
を
潰
し
て
出
世
す
る
ク
ラ

ッ
シ
ャ
ー
上
司
は
『
人
格
の

未
成
熟
さ
』
を
抱
え
た
危
険

な
存
在
(*1)
」
と
い
う
記
事
を

見
つ
け
た
。
い
わ
ゆ
る
「
パ

ワ
ハ
ラ
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
上

司
」
で
、
こ
う
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
「
部
下
は
、
ど
ん
ど
ん
心

を
病
ん
で
脱
落
し
て
い
き
ま

す
が
、
自
身
の
実
績
は
社
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る

た
め
、
会
社
と
し
て
も
処
分

す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
出

世
し
て
い
き
ま
す
。」あ
な
た

の
上
長
、
ま
た
は
あ
な
た
の

近
く
に
、
こ
ん
な
タ
イ
プ
の

上
司
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
そ
れ
で
な
く
て
も
、
昨
年

４
Ｑ
の
大
規
模
リ
ス
ト
ラ
で

は
、
会
社
の
上
層
部
や
人
事

の
支
持
・
支
援
の
も
と
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
上
司
が
、

（
優
秀
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
）
「
結
果
責
任
」
と
い
う

名
の
「
ノ
ル
マ
」
を
与
え
ら

れ
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
・
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
上
司
」
と
な
っ
て
、

多
く
の
人
間
を
リ
ス
ト
ラ
に

追
い
込
ん
だ
。
「
組
織
・
職

場
環
境
の
改
善
は
現
場
が
主

導
」
す
る
必
要
が
あ
る
、
と

す
る
「
健
康
白
書
」
上
の
記

述
と
は
正
反
対
で
あ
り
、
到

底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
さ
に
会
社
規
模
の
犯
罪
と

い
う
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。

　
こ
う
い
う
状
況
で
は
、
会

社
全
体
と
し
て
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
向
上
に
資
す
る
施

策
は
、
社
員
の
側
が
自
ら
考

え
、
会
社
に
提
案
す
る
し
か

な
い
。
組
合
と
し
て
「
復
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
け

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
罹
患
者

の
「
試
験
出
社
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
ど
う
変
え
る
か
を

糸
口
に
、
専
門
家
の
援
助
を

得
な
が
ら
検
討
を
始
め
ま
す
。

　
（
２
面
）
よ
り

　
２
０
０
５
年
２
月
、
社
長

（
当
時
）大
歳
氏
か
ら
全
社
員

あ
て
に
、「
健
全
で
明
る
く
活

力
の
あ
る
職
場
環
境
の
実
現

に
向
け
て
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
「
勤
務
の
実
態
に
則
り
、

正
確
に
勤
務
時
間
を
記
録
・

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。」と
い

う
内
容
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
も
同
様
の

「
指
導
票
」
を
交
付
さ
れ
た

事
実
が
明
る
み
に
出
た
こ
と

に
よ
り
、
賃
金
不
払
い
残
業

が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
正
し
く
労

働
時
間
を
把
握
す
る
責
任
は

会
社
に
あ
り
ま
す
が
、
ｅ
―

ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
へ

出
退
勤
時
刻
を
自
己
申
告
す

る
現
状
の
し
く
み
は
、
全
く

不
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

心
身
の
健
康
も
自
己
責
任
？

「
健
康
白
書
」
に
見
え
る
意
図

自
己
責
任
へ
誘
導
？

パ
ワ
ハ
ラ
・

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
上
司

社
員
の
側
か
ら

施
策
を
模
索

正
確
な
労
働
時
間
を

（*1）http://diamond.jp/series/wagamama/10010/


